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第３回 福岡女子高等学校 

新校名・校章検討委員会 
 

日時：令和７年１０月２８日（火） 

10時30分～12時30分 

 

 

 

 

～会 議 次 第～ 
 

 

１ 議 事 

 

（１）これまでの検討経過について 

 

（２）第２回校名検討委員会で選出された校名（案）について 

 

（３）意見募集の結果について 
 

（４）校名（案）選定 

 

（５）今後のスケジュール 

 

 

２ 連絡事項 
 

○第４回開催について 

 

日程：令和８年２月（予定） 

 

会場：福岡女子高等学校（予定） 

 

議事：校章の作成について 等 
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（１）これまでの検討経過について 

時期 手順 内容 

7 月 3 日 
第１回校名検討委員会 

選考方法等確認 

●委員長の決定。校名検討の進め方、趣旨の確認。 

7 月 4 日

～ 

７月 2３日 

校名候補募集 

●学校（生徒・教職員）、保護者、同窓会、地域から 

校名候補を募集。 

・インターネットにて募集 

・紙にて募集（公民館、同窓会事務局）   

８月上旬 候補選出 
●学校・保護者・同窓会・地域ごとに協議し、各区分 

３程度の候補を選出。 

8 月２９日 
第２回校名検討委員会 

校名（案）選出 

●提出された候補の中から、校名（案）を５つ選出。 

※寄せられた校名候補は全ての委員にて供覧 

※各校名（案）について「呼びやすさ」「発音しやすさ」   

「親しみやすさ」「覚えやすさ」「既存の学校の名前と似 

ていないか」「商標登録とかぶっていないか」 

 

 

（２）第２回校名検討委員会で選出された校名（案）について 

学校、保護者、同窓会、地域から、１５１の校名候補が寄せられ、検討委員会

で、協議した結果、５つの校名（案）が選出されました。 
 

 校名（案） 理由・考え方 点数 

１ 
福岡共創高等学校 

（ふくおかきょうそう） 

校訓「共生：他者と協働できる豊かな人間性」「創造：新たな

価値を創出」から。男女共学となり、次世代を担う生徒たち

に、新たな価値を創造してほしいという願いから。 

１７２点 

２ 
海輝共創高等学校 

（かいききょうそう） 

校舎の横が海という環境で学び、世界をつなぐ広大でグロー

バルな人間に成長し、光輝く眩しい未来で活躍できる人間に

成長してほしいという願いから。 

１５９点 

３ 
市立福岡高等学校 

（いちりつふくおか） 

現校名にある「福岡」を残しつつ、非常にシンプルな校名で

覚えてもらいやすいから。 １４５点 

４ 

Fukuoka City High 

School 

（ﾌｸｵｶ ｼﾃｨ ﾊｲｽｸｰﾙ） 

英語教育を重視しながら、グローバル人材を育てる新たな学

校として生まれかわることをアピールするため。 １４１点 

５ 
福岡海風高等学校 

（ふくおかかいふう） 

愛宕浜の海のさわやかな風、美しい海を想像できるような学

校名であってほしいという願いから。 １１９点 
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（３）意見募集の結果について 

①意見募集の期間・方法 

○期 間・・・令和７年９月１６日～９月３０日 

○方 法・・・回答フォーム、メールまたはFAX 

 

②意見の数 

  市民の皆様から、総数３７５件の意見をお寄せいただきました。 
 

 

③意見要旨 
 校名（案） 主な意見 

１ 
福岡共創高等学校 

（ふくおかきょうそう） 

・校訓「共生・創造」から一文字ずつ取っており、学校方針や期待が込められ

ている。シンプルで読みやすい。伝統も残っている。 

・多様で豊かな生徒の育成がイメージしやすい。 

・現在の校訓が活かされておりさらに飛躍してほしいとの期待が伺える。 

・100年の歴史と共に、共学になり新たな100年の歴史を創っていくというイ

メージがある。 

・男女共学化に伴い、共に創るという校名は分かりやすく変化を表している。 

・共学になり、心機一転新たなスタートを切る学校に一番ふさわしい校名。 

・創造の創は、常に新たなものに挑戦し、新たなものを創造する福岡市を象

徴し、高校名に最も馴染む言葉である。男女共学となり、次世代を担う生徒

たちには、さらに新たな価値を創造してほしい。 

・校訓からとったことで伝統を引き継いである感がある。 

・現校名の「福岡」が入っているのがよい。 

・共創が男女生徒、教員、学校関係者、地域、で共に未来を創ると読めて、共

学化にもふさわしいと思う。 

 

・校訓を校名に盛り込むのはよくあるのであまり新しみがないのでは。 

・学校名を短縮すると福共となり福岡教育大学と名前が紛らわしいのでは。 

・共創という言葉は多くの高校の校訓になっており、わざわざ校名にする必要

はないのではないか。 

・共創という音の響きは競争を連想させるのではないか。 

・共創という言葉は令和らしいが、時間が経つと前時代的に感じられるので

は。 
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 校名（案） 主な意見 

２ 
海輝共創高等学校 

（かいききょうそう） 

・海に近いことから、輝く海に校訓の共生・創造を盛り込んだものがよい。 

・学校名を短縮して呼んでも間違えにくい。 

 
・覚えにくい、発音しづらい。 

・読みにくいし水産系の高校と勘違いするのではないか。 

・海輝と口頭で伝えてすぐに人が変換してくれないのではないか。 

・母校のイメージがわかない。 

・場所がどこにあるのかわからない。地名が入っていることは必須だと思う。 

３ 
市立福岡高等学校 

（いちりつふくおか） 

・シンプルで覚えやすい。（多数意見） 

・元の校名に近い。（多数意見） 

・時代に流されず、恒久的に残る。安定した名前だと思う。 

・元の校名の福岡が残る。 

・他の候補よりも明確で分かりやすく、洗練された印象を受けるから。 

・福岡と付いていて安心感があるし、部活動で全国大会に出てもすぐわかる 

・福岡市立の誇りを胸に福岡市民に愛され、卒業してからも母校への想いを

持てる校名だと思う。 

 

・県立の福岡高校と同じ名前にする理由がわからない。（多数意見） 

・県立福岡高校があるので間違いが起きやすい。（多数意見） 

・すでに福岡工業高校や福岡高校があり、略称が重なるので避けるべき。 

・受験の際の混乱が予想される。中学生が間違って願書提出をするなど絶

対に間違ってはいけない受験のミスが予想される。 

・他にも市立高校が３つあり、他の３校の在校生や卒業生への配慮が必要で

はないか。 

・市立福岡は他に３つ福岡市立の高校があるのにかなり違和感がある。最初

にできたわけでもないし、代表する高校でもない。 

・正式名称が「福岡市立市立福岡高校」となってしまうのはおかしくないか。 

４ 

Fukuoka City High 

School 

（ﾌｸｵｶ ｼﾃｨ ﾊｲｽｸｰﾙ） 

・外国の方も多いし、これからは外国に行くことも増える。福女は、外国交流が

多いからよいと思う。 

・ローマ字で表記する学校など今まで聞いたことがないので珍しいし、この学

校にその先駆者となってほしい。これからのグローバル化にもよい。それに英

語に力をいれているところもアピール出来るからよい。 

・あまり英語名の学校がないから覚えてもらいやすい。 

・校名として、アルファベットが先進的な印象でよいと思う。 

 

・インターナショナルスクールと間違えられる。（多数意見） 

・英語表記はいかがなものか。 

・国際教養科がなくなるので、英語名はやめてほしい。 
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 校名（案） 主な意見 

５ 
福岡海風高等学校 

（ふくおかかいふう） 

・立地や歴史に合っている。 

・誰からみても爽やかなイメージ。 

・どこにある高校なのかが分かりやすい。海風と聞いただけで海辺だとすぐに

分かる。爽やかな名前でとても印象が良い。 

・校歌に薫る玄海 潮のごとく…とある。姪浜〜愛宕浜…と、海風を受けなが

ら学んできた歴史から、海風高校が良い。 

・海が見えるおしゃれな校舎は今でもはっきりと思い出せる景色。一番おしゃ

れで、海というワードが入っているのが良い。 

・共学になり新しい風が吹き海の輝きも感じられる。地域住民としても若さが

あり新たな出発となると感じる。１００年の伝統を背に新しい風となって歴史

を重ねてほしい。 

 

・海風という言葉に馴染みが無い。かいふうの音読みが耳に馴染まない。 
・海洋系の高校のようなイメージを与えてしまうのでは。 

・生徒の育成に対するメッセージ感が伝わりづらい。 

 

 その他 

・愛宕浜創生高校がよい。 

・福岡共創館高校がよい。 

・福岡如水高校がよい。 

 

 

（４）校名（案）選定 

 

（５）今後のスケジュール 

教育委員会において最終的に校名（案）を選定し、条例改正（福岡市立高等

学校条例）の手続きを行う。 
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